
‖イ1和 2年、山形県束lll川 1“ IYt金村人字it坂

(現鶴岡 |「高坂)41ま れ,本名、小竹刊治

山形師範学校卒来後、教PIllと なり湯 lll川

中学校へ赴任。2年後に肺結核がみつかり

体職。6年余の問病の後、東京の業界新

聞社に勤務。会社勤めの傍ら小説を執筆。

昭和46年「洪いF■ Jでオール讀物新人賞、

昭和48年「‖キ殺の年輸」で直木賞受賞。

‖

“

和60年から平成8年 まで ll年間、lFl木

賞選考委11をつとめる。

lll川 英治文学賞。芸術選奨文部人|「賞・

菊池寛賞・朝‖賞などを受賞。 I`´成 7年紫

綬褒章受中。
｀
F成 9年、逝去。

藤沢周平 o9271"つ

●文春文庫

暗殺の年輪 一茶 喜多川歌麿女絵草紙 雲奔る 小説 ■井龍雄
長門守の陰謀 隠し剣孤影抄 隠し癸1秋風抄 間の愧儡師 (1.ド )

又蔵の火 逆軍の旗 霧の果て 神谷玄次郎捕物拌
よろずや平四郎活人剣 (Lド)暁 のひかり 回人のrり (「 ド)
間の梯子 海鳴り(Lド)風 の果て (Lド)白 き瓶 4、■長塚節
花のあと 小説の周辺 蝉しぐれ (L ド)友 屋町昼 ドがり
1屋清えi衛門残‖録 玄鳥 夜消える 秘太刀馬の骨 半生の記
漆の実のみのる国 (1 ド)‖ 暮れ竹河岸  1ヽ春 その他
無用の隠密 米F14F初期短篤 帰省 藤沢周平句集 夜の橋
春秋の檻 獄医■ィL登「

控え()風 ■の檻 獄揉立ィし登手控え(1)
愛 憎 の 檻 獄医 立イと0手控え(1)人 間 の 檻 獄医 ●ィLて ,「絆え (νЧ,

闇の歯車 周平独言 |キ味■味業界紙時ftの藤沢川平

●新潮文庫
用 心 棒 ‖月抄  孤 剣 川心欄 l川抄  刺 客 用心体 ||り l抄  凶 刃 川心体 Il夕 l抄

消 え た 女 彫師夕}之助捕物党え 漆 黒 の 霧 の 中 で 彫師イル之助11物覚え

ささやく河 彫師伊之助捕物覚え 橋ものがたり 春秋山伏記 密謀 (Lド )

本所しぐれ町物語 たそがれ清兵衛 竹光始末 時雨のあと 冤罪
神隠し 時雨みち 瞭り雨 間の穴 霜の朝 龍を見た男
ふるさとへ廻る六部は 静かな木 天保悪党伝

0講談社文庫
雪明かり 間の歯車 春秋の檻 獄仄,花登子控え()
風雪の檻 獄医●花金手控え(1)愛憎の檻 獄仄サィヒ登千袢え(1)
人間の檻 獄仄立花登子控え(四)決闘の辻 藤ツ(版新剣客伝
Iド塵 (Lド)義民が駆ける 喜多川歌麿女絵草紙 間の梯子

●中公文庫
義民が駆ける 夜の橋 周｀F独言 間の歯車 雲奔る小説」:丼龍雄

●角川文庫
天保悪党伝 春秋山伏記

●実業之日本社文庫
初つばめ「松ヽF定知の藤沢用14を よむJ選

0文藝春秋
藤沢周平/1N集 全26巻 +別巻 海坂藩大全 (Lド )乳のごとき故郷
暉しぐれ〈愛蔵版〉 江戸おんな絵姿 l‐二景

●実業之日本社
橋ものがたり〈愛蔵版〉

●大月書店
藤沢周平 とっておき十話

人館時間●11前 9時～午後 4時 30分 (受イ1終 了時間)

体 館 Ll● 水曜日 (休 llの場合は翌平}1)、 年末年始 (12/29～ 1/3)

人 館 料 ●大入320円 [250「ll]※ []は 20名以Jlの団体料金。

高校生。大学生 200円 [160円 ]

中学生以 下無料

年 間人館 券 1,000円 (1年間有効、本人および同伴者 l名 まで)

バス●」R鶴岡駅より約10分、「市役所前」下車徒歩3分
車 ●山形道鶴岡 ICより約10分/庄内空港より約25分

鶴岡市立藤沢周平記念館
[二:_J
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Fujisawa Shuhei Memorial 1/1useum

〒997-0035山形県鶴岡市馬場町4 6 Te10235-29‐ 1880 Fax 0235 29 2997
http:〃 www city tsuruoka yamagatajp/fujisawa_shuhei_memorial_m useu m/

2011■



「生まれ育った 11地の風景が、いまも私の中に生きつづけている」

藤沢周平の原風it、 鶴岡・サ|:内

小説に描かれた郷里で、藤沢作品の性界ヘ

´
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藤沢川平の心の中に41き 続ける場tttttを 、鶴岡・Ii:内のνЧ季折々の映

像に載せて小説の ・節とともに紹介します

◆第2部「藤沢文学」のすべて
全作∴11の初版単行本を展示.直木賞受賞作品111暗殺の年輸1をはじめ、

作品を系統ごとに紹介しています

◆第3部「作家・藤沢周平」の軌跡
郷ilの人々との交流、作家になるまでの道のり、家族との日 の々暮らし

について紹介していますtま た、年詳で69年ドリの41涯をたどります

◆企画展示
テーマを決め、藤沢周平「1身や作:キ I:を より深く知lっていただく/1t画展

を開11し ます。合わせて則l読会やi薄演会・各flllイ ベントを行います

◆第1部「藤沢文学」と鶴岡・庄内


